
当検証会は、厚生労働省統計改革ビジョン2019工程表（令和元年10月８日）に基づき、外部有識者によるＥＢＰＭの実践状況の検証等
を行い、ＥＢＰＭの更なる推進を図ることを目的として、厚生労働省から委託されたみずほ情報総研株式会社の参集により開催（令和２年９月
４日から令和３年２月５日まで計３回）されたものであり、厚生労働省におけるＥＢＰＭの推進に係る取組状況等について検証を行った。

厚生労働省のＥＢＰＭ推進に係る有識者検証会検証結果取りまとめ（案）のポイント

イ 予算過程での反映方法に係る検証

ウ 事後の効果検証スキーム等の精度
向上に係る検証

エ その他ＥＢＰＭの取組に関する全体
スキームに係る検証

【検証結果】
ア 令和２年度ＥＢＰＭの実践事業の選定・除外基準は、
ＥＢＰＭとして馴染むという観点から、妥当である。

イ 令和３年度予算過程におけるロジックモデルの活用や
実践を通じた課題への認識は、ＥＢＰＭの更なる推進の
観点から、おおむね妥当である。

ウ 事後の効果検証スキーム等については、ＥＢＰＭ浸透に
向けて理想的な方法であることから、おおむね妥当である。

エ 予算過程と連携し、事業の実施前にリサーチデザインを施
す取組などが組み込まれていることから、おおむね妥当である。

【今後の課題】
ア 重点フォローアップ事業及び効果検証対象事業の選定基
準については検討が必要である。
イ ロジックモデルは作成のみならず、その活用が課題である。
ウ 効果検証の実施に当たっては、必要なデータの取得と人
的・予算的なリソースの確保について検討する必要がある。
エ ＥＢＰＭについて、政策を議論する中で、ほとんど紹介
されていない現状に鑑み、証拠に基づいて政策立案を実
施していることを理解してもらうため、政策部局の審議会等
でＥＢＰＭの実践事業であることをアナウンスすることにつ
いて検討する必要がある。

１ ロジックモデルの点検・助言・効果検証方法等の精度向上に係る検証

２ 次年度のＥＢＰＭの実践に向けた検証

事 業 概 要

① 新規事業 新規に予算要求する事業であり、要求額が１億円以上の事業

② モデル事業 本格的な事業展開に先立って、規模や対象を限って一定の手法を実践することなどを通じ、有効性
を検証する事業

③ 大幅見直し
事業 対前年度予算額50％以上増加する事業であって、かつ、増加分の差額が１億円以上の事業

厚生労働省の取組

○ 令和３年度概算要求プロセスにおいて、①新規事業、②モデル事業、
③大幅な見直しを考えている既存事業のうち、一定の選定基準に該当
するもの（以下「ＥＢＰＭの実践事業」という。）について、原則としてロ
ジックモデルを作成、このうち一部を公表。

選定基準（今後、ＥＢＰＭの実践等を通じて、毎年度見直しを行う予定）

【検証結果】
令和２年度に実施したロジックモデルの点検・助言・効果検証方法等に
ついては、ロジックモデルや効果検証方法等の精度向上に寄与することから、
おおむね妥当である。また、令和２年度ＥＢＰＭの実践事業では、令和
４年度の効果検証に向けて事業の実施前にリサーチデザインを施す取組を
行っている。こうした取組はＥＢＰＭ浸透に向けて理想的な方法であり、厚
生労働省における恒常的な取組となることを目指して実施すべきである。

【今後の課題】
① 今後は分野の事情等も踏まえた点検項目の在り方も検討することが望まれる。
② ロジックモデルの点検においては、エビデンスの定義を明確にした上で点検結果を記載することが
望まれる。
③ 今後のロジックモデルの作成に当たっては、可能な範囲で、政策立案時点で政策目標やアウト
カムを設定することが望まれる。
④ 効果検証の実施のためには、既存の公的統計の活用や関連自治体等との連携も重要であり、
ＥＢＰＭの実践に当たっては、所管している部門と連携を取りながら情報共有に努めることが望ま
れる。

（有識者検証会資料より抜粋）

・ ＥＢＰＭの実践事業の選定・除外基準
・ 重点フォローアップ事業の選定基準
・ 効果検証対象事業の選定基準

検
証

資料２－１

ア 事業のスクリーニング基準に係る検証

○ ＥＢＰＭの実践事業のロジックモデルについて、ＥＢＰＭ事務局が点
検し、各局担当に対して助言・効果検証方法等の提示を実施。


